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練習試合の結果 

 

 ４月１４日（日）対大宮東高校 

  第１試合      ４対４    引分    

 

      通算成績  ２１勝 ３敗 ２分 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

  

 

   

 

 

 

市営浦和球場主任 

  

 身体が３つぐらい欲しいです。 

（クラス担任としての仕事ができていません） 

 それぐらい慌ただしい日々を過ごしています。 

 

 今年度から隣、市営浦和球場の球場主任になり

ました。身の引き締まる思いです。この春の地区

大会、市営浦和球場では４日間で１１試合行われ

ましたが、本部で１日勤務していると本当に様々

なことが起きます。その１つ１つに対して責任者

として的確な判断・指示をしていかなければなら

ないので大変・・久し振りに、家に帰って何もせ

ず倒れるように眠ってしまった日がありました

（現役高校生時代以来か・・笑）。 

 

 大会時、選手には（自分のプレーで精一杯にな

らず）少し余裕を持って球場全体を見渡すように

して欲しいと思います。そうすれば多分、自分が

思う存分プレーする環境を作っていただいてい

る方の存在に気付くと思います。そういう気付き

が（物事を様々な方面から見るという）人として

の成長に結びつくのでは・・私はそう思います。 

 

 私自身も現役時代、思う存分、高校野球を満喫

させていただきました。少しでも恩返しができる

よう（少々の疲れなど言い訳にせず）頑張ってい

きたいと思います。 

 

 市営浦和球場は、夏の選手権大会も１回戦から

４回戦まで使用される予定です（春の県大会では

使用されません）。また、球場の名称が変わる・・

というような話も聞いています。 

 引き続き、よろしくお願い致します。 

地区大会雑感 

 

 高校野球界、実はこの４月から様々なルール変

更がありました。中でも大きな影響を与えている

こと・・それは、低反発バットの使用です。 

 

 先日まで行われていた南部地区の試合（全２６

試合）、スタンドインのホームランが１本もなか

った・・そう書こうとしていましたが、最終試合

で川口市立・高木選手が打ちました（完璧な打球

でした）。ただ、全体を通して飛距離のある打球

は大幅に減りました。 

 

 こうなると何が大事でしょう？これは指導者

それぞれ考えあると思いますが、私は、より鍛え

て低反発のバットでも飛ぶようにする、ではな

く、守備力を強化することだと考えます。 

 

 低反発のバットを導入することにより、内野手

が守りやすくなったと思います。定位置へ来るま

でに打球の勢いがなくなり、処理しやすい状態に

なっていることが明らかに多くなりました。アウ

トにするべき打球をよりしっかりアウトにする。

また、投手が余計な四死球を出さない・・その辺

がキーワードかな・・と感じています。 

 

 観戦する皆さんにもバットが変わったことに

よる試合内容の変化に気づいていただければと

思います。 


